
リコンビナントPrPCを用いたヒトプリオンの高効率な増幅 

解 説 
 

1. vCJD脳由来プリオンはリコンビナントPrPCを基質としたPMCA法により
非常に効率よく増幅でき、10-9から10-10希釈まで高感度に検出すること
ができた 

2. sCJD脳由来プリオンはタイプにより増幅効率は異なるが、MV2及びVV2
プリオンは基質の遺伝子型が129Vの場合に顕著な増幅を示すことが明
らかとなった。 

 

研究分担者： 東北大学医学系研究科 竹内敦子    

平成22年度プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究班研究成果 

vCJDではマルチラウンドPMCA法による半定量も可能
な高感度検出系を確立 
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